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ＮＯ.５３ 市民のねがいがとどく、あたたかい市政を！ 2013年9月15日（日）

日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

こ
ん
に
ち
は
市
会
議
員

日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

滝
畑
地
域
に
計
画
予
定
の
安
定
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
に
つ
い
て
、
８
月
26

日
、
反
対
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
の
方
々
と
私
・
南
畑
さ
ち
代
、
阪
南
市
の
日
本

共
産
党
・
古
家
美
保
市
会
議
員
ら
が
環
境
省
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
約
１
時
間
の

要
望
活
動
に
日
本
共
産
党
の
辰
巳
孝
太
郎
参
議
院
議
員
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
和
歌
山

市
が
「
建
設
」
を
許
可
し
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

「
飲
料
水
汚
染
、
地
震
の
不
安
」
中
止
を
訴
え
！

私
は
「
計
画
は
滝
畑
地
域
の
森
林
を
伐
採

し
、
面
積
10
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
容
積
２
３

０
万
㎥
の
安
定
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

を
建
設
す
る
も
の
。
計
画
地
が
滝
畑
地
域
の

飲
み
水
を
つ
く
る
浄
水
場
取
水
口
の
上
流
と

な
っ
て
お
り
、
環
境
に
影
響
し
な
い
も
の
だ

け
を
埋
め
立
て
る
前
提
で
つ
く
ら
れ
る
安
定

型
処
分
場
に
、
有
害
物
が
混
入
さ
れ
た
場
合

の
河
川
汚
染
、
飲
料
水
や
農
業
用
水
へ
の
影

響
が
不
安
。
活
断
層
に
近
く
、
地
震
や
豪
雨

に
よ
る
崩
壊
も
不
安
」
を
訴
え
、
「
こ
ん
な

危
険
な
所
に
建
設
し
な
い
よ
う
国
と
し
て
指

導
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。
滝
畑
か

ら
参
加
さ
れ
た
栗
本
陽
子
さ
ん
は
「
滝
畑
は

や
っ
と
10
年
前
に
水
道
が
つ
い
た
ば
か
り
で

す
。
そ
の
水
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
、
住
民
に

と
っ
て
は
安
定
と
い
う
受
け
止
め
方
は
で
き

な
い
。

森
林
伐

採
を
し

な
い
で

ほ
し
い
。

環
境
省

は
住
民

サ
イ
ド

の
立
場

に
た
っ

て
も
ら

い
た
い
」

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
全
国
調
査
で
４
％
、
問
題
あ
り
」
と

環
境
省
答
弁

環
境
省
の
袖
野
礼
子
課
長
補
佐
ら
は
「
安

定
型
最
終
処
分
場
の
全
国
実
態
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
有
害
物
質
混
入
に
よ
る
浸
出
水

な
ど
の
問
題
が
４
％
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、

日
弁
連
の
安
定
型
産
廃
処
分
場
の
新
規
建
設

中
止
要
望
も
あ
っ
て
、
混
入
防
止
と
浸
出
水

対
応
へ
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
」
な
ど

と
述
べ
ま
し
た
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

（
環
境
省
へ
の
要
望
活
動
）

（
環
境
省
へ
「
要
望
書
」
を
提
出
）

左
か
ら
１
人
目
・
栗
本
陽
子
さ
ん
、
３
人

目
・
辰
巳
参
院
議
員
、
７
人
目
・
南
畑
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お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時： ９月18日（水）

10月 ２日（水）
午後６時～７時

会場：河西診療所組合員ホール

申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日
午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、453-7758(自宅)
和歌山市善明寺411-4

無 料 生 活 法 律 相 談

相談実施中は看板を出しています

無 料 生 活 相 談

内閣総理大臣 安倍 晋三様
環境大臣 石原 伸晃様

２０１３年８月２６日
日本共産党和歌山市会議員団

市会議員 南畑幸代
和歌山市善明寺６３５－４

和歌山市・安定型産業廃棄物最終処分場建設計画を
許可しない事を求める要望書

和歌山市滝畑地域の安定型産業廃棄物最終処分場の建設計画
が、２０１１年４月に明らかとなり、和歌山市と計画地の下流に隣接
する大阪府阪南市の住民が、断固反対を表明し、行政に許可しな
いよう強く求めています。
すでに業者は、和歌山県、大阪府、和歌山市、岩出市、阪南市

の行政担当者に対して、和歌山市滝畑地域の森林に、１０．８ヘク
タール、２３０万立法メートル規模の安定型最終処分場を建設する
計画を提示し、事前協議に入っています。最大の問題は、計画地
が、住民が飲料水としている取水口の上流にあり、農業用水として
も利用していることから水質汚染への不安、活断層が動く可能性が
「１４％」、マグニチュードも「６」と予測されている巨大地震による崩
落への不安、広大な森林伐採による大洪水の不安、安定５品目と
はいえ有害物質混入による環境汚染の不安などがあることです。
産業廃棄物の最終処分場をめぐっては、日本弁護士会は、全国

で行政が建設許可を出した後でも、住民の生活環境を守る点から、
許可の差し止めの判例が出されていることをふまえて、２００７年に
廃棄物の処理及び清掃に関する法律の持つ問題点と欠陥の解決
を政府に求め、「安定型産業廃棄物最終処分場の新規建設の中
止」を要望しました。しかし、政府においてはこの点の対応が十分な
されておらず、新規建設において住民の不安は解決されず、建設さ
れた幾つかの処分場でも、住民の生活環境におおきな問題をおよ
ぼすなど全国で反対運動が後を絶ちません。日本弁護士会の要望
された趣旨に沿った法整備への政府の対応が急がれます。
これらをふまえて、下記のとおり、要望いたします。

記

１ 政府として、和歌山県、和歌山市に対し、安定型産業廃棄物最
終処分場の建設計画を許可しないよう指導されたい。

２ 飲料水など生活用水に影響を及ぼし、また巨大地震などによる
崩落危険箇所にあたる場所は、建設除外地域とすること、安定
５品目以外の混入を展開検査段階で防止することなど、「廃棄
物の処理及び清掃に関する法律」を抜本的に改定されたい。

以上

総理大臣・環境大臣への要望書
辰
巳
孝
太
郎
参
院
議
員
は
、
「

展
開
検
査
で
は
汚
染
物
質
の
混
入

は
防
げ
な
い
。
汚
染
さ
れ
て
か
ら

し
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
、
飲
料
水
や
農
業
用
水
な
ど
の

汚
染
問
題
は
取
り
返
し
が
つ
か
な

い
。
今
後
国
は
違
っ
た
対
応
が
求

め
ら
れ
て
く
る
」
と
住
民
の
声
に

そ
っ
て
環
境
省
と
し
て
対
応
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━

和
歌
山
市
の
滝
畑
川
は
、
阪
南

市
の
山
中
川
か
ら
男
里
川
と
な
り

尾
崎
の
海
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

産
廃
処
分
場
計
画
が
許
可
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
、
和
歌
山
市
と
阪
南

市
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
す
。

参
議
院
選
挙
で
日
本
共
産
党
・
辰

巳
孝
太
郎
議
員
が
大
阪
で
誕
生
し

た
こ
と
が
は
ず
み
と
な
り
辰
巳
議

員
や
日
本
共
産
党
国
会
議
員
事
務

局
の
尽
力
で
環
境
省
へ
の
要
請
が

実
現
し
ま
し
た
。
私
は
、
要
望
活

動
を
通
じ
て
参
院
選
挙
で
の
前
進

が
要
求
実
現
の
足
が
か
り
と
な
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
改
め
て
産

廃
処
分
場
建
設
を
許
可
さ
せ
な
い

活
動
に
全
力
を
注
ぐ
決
意
で
す
。

６
月
議
会
報
告

脳
脊
髄
液
減
少
症

に
つ
い
て

脳
脊
髄
液
減
少
症
は
、
交
通
事

故
や
ス
ポ
ー
ツ
事
故
な
ど
に
よ
り

脳
脊
髄
液
が
漏
れ
出
し
、
頭
痛
、

頸
部
痛
、
め
ま
い
な
ど
、
様
々
な

症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
、
治

療
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
硬
膜
外

自
家
血
注
入
療
法
（
ブ
ラ
ッ
ド
パ

ッ
チ
療
法
）
は
保
険
適
用
外
で
す
。

患
者
の
方
は
高
額
な
医
療
費
と
認

知
度
が
低
い
た
め
に
苦
し
ん
で
い

ま
す
。
私
は
、
広
く
周
知
す
る
こ

と
、
学
校
現
場
で
の
調
査
や
学
校

保
健
安
全
法
の
対
象
と
す
る
こ
と

を
要
求
し
ま
し
た
。

市
や
教
育
委
員
会
は
「
市
民
へ

の
啓
発
も
積
極
的
に
行
う
」
「
教

職
員
や
保
護
者
へ
周
知
を
す
る
。

養
護
教
諭
の
研
修
会
等
で
認
識
を

深
め
て
い
き
た
い
」
「
中
核
市
教

育
長
会
等
に
対
し
、
新
た
な
国
へ

の
要
望
事
項
の
一
つ
と
し
て
提
案

す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

国
体
に
向
け
て
の
観
光
地
や
公
共
交
通
機
関

の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

和
歌
山
県
は
「
国
体
」
ま
で
の

２
年
間
で
、
観
光
地
や
公
共
施
設

の
ト
イ
レ
の
整
備
を
促
進
、
助
成

を
計
画
し
て
い
る
。
市
の
取
り
組

み
と
、
整
備
内
容
に
つ
い
て
、
ま

た
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
南
海
和
歌
山

市
駅
の
動
向
も
質
問
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
局
長
は
「
南
海
和

歌
山
市
駅
は
、
時
期
は
未
定
で
す

が
、
駅
ビ
ル
改
修
時
に
ト
イ
レ
も

含
め
検
討
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
市
と
し
て
早
期
に
具
現
化
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

「
住
民

っ
た
対
応
を
」

と
辰
巳
参
院
議
員

の
声
に
そ


